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市
会
開
会
日
宣
伝

＝
１
月
24
日
　
　

病
気
休
暇
改
悪
の
「
最

終
的
な
考
え
方
」
を
示

し
ま
し
た
。
当
初
提
案

に
あ
っ
た
府
独
自
の
５

％
カ
ッ
ト
（
08
年
度
よ

り
実
施
）
は
来
年
度
か

ら
廃
止
、
病
気
休
暇
と

病
気
休
暇
に
挟
ま
れ
た

「
勤
務
し
な
い
日
」
の

通
算
に
特
別
休
暇
（
産

前
・
産
後
休
暇
、
生
理

休
暇
、
公
務
・
通
勤
災

害
上
の
負
傷
又
は
疾
病

に
よ
る
欠
勤
）
は
除
外

し
ま
し
た
。
不
当
な
提

案
を
一
部
変
更
さ
せ
た

こ
と
は
、
１
０
７
３
の

職
場
決
議
、
３
万
の
教

職
員
署
名
を
集
約
し
た

取
り
組
み
に
よ
る
も
の

で
す
。
府
労
組
連
は
退

職
金
減
額
経
過
措
置
の

前
倒
し
で
当
初
提
案
よ

り
不
利
益
を
こ
う
む
る

人
が
出
る
こ
と
の
な
い

よ
う
検
討
を
求
め
ま
し

た
。（
詳
細
は
府
労
組

連
ニ
ュ
ー
ス
１
月
31
日

付
参
照
）

　

大
阪
市
は
市
労
組
連

に
１
月
18
日
、
国
に
準

じ
た
退
職
金
の
削
減
、

同
時
に
府
の
制
度
に
合

わ
せ
て
特
別
休
暇
の
見

直
し
や
職
務
免
除
廃
止

を
提
案
。
市
独
自
の
病

気
休
暇
当
初
３
日
間
の

無
給
化
も
提
案
し
て
い

ま
す
。
市
労
組
連
は
１

月
21
日
拡
大
闘
争
委
員

会
、
25
日
学
習
決
起
集

会
を
開
催
し
、
組
合
員

か
ら
「
８
月
に
続
く
今

回
の
削
減
で
職
場
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
維
持

で
き
な
い
。
病
気
休
暇

の
賃
金
カ
ッ
ト
は
許
せ

な
い
」
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

南
大
阪
支
部
教
育
講

座「
原
発
・
放
射
能
の
基

礎
を
ど
う
伝
え
る
か
」

（
講
師
・
長
尾
正
典
さ

ん
）
が
１
月
18
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
の
重
大
原
発
事

故
や
放
射
能
被
害
の
歴

史
、
原
子
力
発
電
所
の

し
く
み
、
福
島
原
発
事

故
の
放
射
能
が
私
た
ち

の
生
活
に
ど
う
影
響
し

て
い
る
の
か
、
な
ど
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　

原
発
事
故
の
被
害
で

は
、
事
故
直
後
に
上
空

の
風
や
海
流
に
の
っ

て
、
放
射
性
物
質
が
飛

び
散
り
、
東
北
だ
け
で

な
く
東
日
本
、
近
畿
や

四
国
の
一
部
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
、

食
品
に
つ
い
て
も
正
し

い
情
報
を
知
る
こ
と
が

大
切
に
な
る
こ
と
な
ど

を
知
り
ま
し
た
。

　

今
、
安
全
で
再
生
可

能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
用
い
た
発
電
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
、
ヨ
ー

　

政
府
は
１
月
26
日
ま

で
に
、
文
科
省
が
求
め

て
い
た
２
０
１
３
年
度

か
ら
５
年
間
で
公
立
小

・
中
学
校
の
全
学
年
で

35
人
学
級
を
実
現
す
る

計
画
を
見
送
る
方
針
を

固
め
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、「
教

育
再
生
」
を
「
経
済
再

生
」
と
並
ぶ
「
最
重
要

課
題
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
高
校
無
償
化
制
度

も
「
バ
ラ
マ
キ
」
扱
い

し
て
所
得
制
限
を
設
け

よ
う
と
し
て
お
り
、
圧

倒
的
な
国
民
が
願
う
教

育
条
件
整
備
を
後
退
さ

せ
る
も
の
で
す
。

　

１
月
11
日
、「
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
を
求
め
る

全
国
署
名
集
約
集
会
」

が
東
京
で
開
か
れ
、８

３
１
万
筆
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
（
写
真
）。
大

阪
市
教
か
ら
東
会
計
委

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
全
国
私
学
助

成
を
す
す
め
る
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
２
０
１

０
年
度
か
ら
公
立
高
校

授
業
料
の
無
償
化
に
伴

い
、
私
立
高
校
生
に
は

就
学
支
援
金
制
度
が
始

ま
っ
た
が
、
ま
だ
40
万

円
以
上
の
学
費
負
担
が

あ
る
。
ま
た
、
今
年
は

制
度
見
直
し
の
年
で
あ

る
。
国
際
人
権
規
約
の

中
・
高
等
教
育
無
償
化

条
項
の
留
保
撤
回
（
昨

年
９
月
）
に
基
づ
き
無

償
化
を
保
障
さ
せ
る
ま

で
活
動
を
強
め
よ
う
と

の
訴
え
が
あ
り
ま
し

た
。

ロ
ッ
パ
な
ど
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
国
で
主
流
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
政
府
は

世
界
の
流
れ
に
逆
行
し

て
、
原
発
再
稼
働
を
狙

っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ

こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
真
剣
に

考
え
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
日
本
に
す
る
た

め
声
を
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

青
年
か
ら
は
、「
ニ
ュ

ー
ス
で
も
あ
ま
り
報
道

が
な
く
、
遠
い
地
域
の

話
だ
と
思
っ
て
い
た
こ

と
が
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
こ
と
と
し
て
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
知
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
な
ど
、
真
剣
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

府
当
局
は
１
月
30

日
、
退
職
手
当
削
減
、決起集会＝１月30日

市
独
自
の
病
休
無
給
化
は
許
せ
な
い

府
独
自
の
５
％
カ
ッ
ト
は
廃
止

　

大
阪
市
を
解
体
し
５

つ
か
７
つ
の
特
別
区
に

し
、「
大
阪
都
」
を
実

現
す
る
た
め
、
橋
下
市

長
は
臨
時
市
会
に
「
大

阪
府
・
大
阪
市
特
別
区

設
置
協
議
会
」（
昨
年

８
月
成
立
の
大
都
市
地

域
特
別
区
設
置
法
に
基

づ
く
法
定
協
議
会
）
の

条
例
案
を
臨
時
市
会
に

提
出
し
、
２
月
１
日
維

新
、
公
明
が
賛
成
し
成

立
し
ま
し
た
。「
大
阪

都
」
実
現
の
た
め
に
は

住
民
投
票
が
必
要
で
す

が
、
毎
日
新
聞
１
月
９

日
付
は
、
橋
下
徹
代
表

代
行
の
夏
の
参
院
選
へ

の
出
馬
を
望
む
声
が
、

党
内
に
強
ま
っ
て
い
る

が
、
市
政
投
げ
出
し
批

判
が
高
ま
ら
な
い
よ

う
、「
都
構
想
の
大
幅
な

日
程
前
倒
し
」
の
シ
ナ

リ
オ
が
浮
上
し
て
い
る

と
書
き
ま
し
た
。「
制

度
設
計
な
ど
を
議
論
す

る
法
定
協
議
会
を
２
月

ご
ろ
に
設
置
、
急
ピ
ッ

チ
で
案
を
ま
と
め
た
う

え
で
、
当
初
は
14
年
度

中
の
予
定
だ
っ
た
住
民

投
票
を
夏
の
参
院
選
と

同
日
に
す
る
案
だ
。
構

想
実
現
へ
の
道
筋
を
つ

け
て
『
投
げ
出
し
』
批

判
を
か
わ
す
戦
略
」。

　
「
大
阪
都
」構
想
は
、

大
阪
市
の
財
源
・
権
限

を
「
都
」
に
集
中
し
、

固
定
資
産
税
や
法
人
市

民
税
を
「
都
税
」
と
し

　

橋
下
市
長
の
意
向
を

受
け
て
大
阪
市
交
通
局

は
昨
年
末
、
地
下
鉄
と

市
バ
ス
の
「
民
営
化
基

本
方
針
（
素
案
）」
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

地
下
鉄
は
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
民
営
化
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
１

３
２
路
線
あ
る
市
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
赤
バ
ス

路
線
は
２
０
１
３
年
３

月
末
で
、
一
般
バ
ス
18

路
線
は
２
０
１
４
年
３

月
末
で
廃
止
し
、
残
り

の
88
路
線
を
、
２
０
１

４
年
４
月
か
ら
民
間
に

売
却
し
ま
す
。

　

公
営
と
し
て
の
事
業

廃
止
は
議
会
で
３
分
の

２
（
86
人
中
58
人
、
維

新
33
人
、
公
明
19
人
）

の
賛
成
が
必
要
で
、
２

・
３
月
市
会
で
の
議
決

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
権
の
確
立
・
大

阪
市
営
交
通
を
守
り
発

展
さ
せ
る
会
は
１
月
25

日
、「
素
案
」
の
学
習

会
を
開
催
し
、
宮
崎
事

務
局
長
は
、
関
西
経
済

同
友
会
が
地
下
鉄
民
営

化
を
要
求
す
る
露
骨
な

提
言
を
出
し
て
い
る
こ

と
に
ふ
れ
、「
地
下
鉄

を
築
き
上
げ
る
た
め
に

市
民
と
利
用
者
が
払
っ

て
き
た
料
金
と
税
金
が

こ
れ
か
ら
市
民
生
活
に

還
元
さ
れ
る
と
い
う
と

き
に
（
累
積
赤
字
が
解

消
し
、
年
間
百
数
十
億

円
の
利
益
）、
地
下
鉄

を
民
営
化
に
持
っ
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
関
西

財
界
を
後
押
し
し
て
い

る
の
が
橋
下
市
長
」
と

批
判
し
、
市
営
交
通
を

守
り
発
展
さ
せ
る
運
動

を
広
げ
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

２
・
３
月
市
会
は
市

民
施
策
を
削
減
す
る

「
市
政
改
革
プ
ラ
ン
」

を
本
格
的
に
実
施
す
る

来
年
度
予
算
案
が
審
議

さ
れ
ま
す
。
教
育
予
算

で
は
小
中
学
校
の
多
様

な
体
験
活
動
の
廃
止
、

幼
稚
園
と
保
育
所
を
２

０
１
５
年
度
か
ら
民
営

化
す
る
た
め
の
運
営
事

業
者
公
募
の
予
算
（
６

幼
稚
園
、
５
保
育
所
程

度
）等
が
あ
り
ま
す（
別

表
参
照
）。
大
阪
市
教

は
市
対
連
に
結
集
し
教

育
要
求
、
市
民
要
求
の

実
現
を
求
め
ま
す
。

て
吸
い
上
げ
、
カ
ジ
ノ

づ
く
り
や
高
速
道
路
・

淀
川
左
岸
線
の
延
伸
な

ど
巨
大
開
発
に
集
中
投

資
す
る
こ
と
が
ね
ら
い

で
す
。
市
民
の
財
産
が

「
都
」
に
吸
い
上
げ
ら

れ
る
一
方
、
市
民
が
利

用
す
る
身
近
な
施
設
が

統
廃
合
さ
れ
る
な
ど
市

民
に
は
何
の
利
益
も
あ

り
ま
せ
ん
。法
定
協
議
、

「
大
阪
都
」
構
想
へ
の

批
判
の
声
を
早
急
に
高

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

３５
人
学
級
見
送
る

黒
字
の
地
下
鉄
民
営
化

青
年
部 

原
発
問
題
を
学
習

国
民
の
願
い
に
反
す
る
方
針

原
発・放
射
能
の
基
礎
を
ど
う
伝
え
る
か

２
・
３
月
市
会
で
議
決
狙
う

住民投票 参院選同時実施のシナリオも

市長ヒアリング資料（2012年12月）
〈中学校給食事業〉
○区長が全員喫食か選択方式か判断
　2013年度…選択制で実施
　�2014年度…１年生は全員喫食（２、３ 年は
選択制）
　�2015年度…１、２年生は全員喫食（３年は
選択制）

　2016年度…全学年が全員喫食
○�就学援助は全校実施する2013年９月より
２分の１補助

〈普通教室への空調機設置〉
○�中学校：夏季休業中空調設置（３年…
2012年度、１、２年…2013年度）設置以
後、短縮授業廃止・夏季休業期間の短縮…
３年2013年度試行、2014年度以降全学年

○�小学校：大規模校から３期に分けて設置
（2014年度～）設置以後、短縮授業廃
止、夏季休業期間の短縮（試行）

・夏季休業期間の短縮（2017年度以降）

2013年度予算編成

大阪市24区→５か７区

安倍政権

退職手当
削減

講演　宮西 達也さん

新採用者・講師歓迎

絵本作家
しんかんフェスタ

レセプションパーティー
日時　 ４月20日（土）13：30～
会場　たかつガーデン
　　 （地下鉄谷九・近鉄上六）

4月5日（金）18：30　
学級びらき・学級づくり
講師　土佐いく子さん

アネックスパル法円坂（森之宮・谷四）

　　　　
先輩の“ワザ”伝授連続講座
第 １回


